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市 民 大 学 、それは今までにはなかった  新しい  学 び の 場 
１　

目
的

　

東
大
和
市
民
大
学
は
、
生
涯
学
習
の
一

環
と
し
て
、
市
民
が
主
体
的
に
豊
か
な
地

域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域

で
学
び
、
互
い
に
ふ
れ
あ
い
、
自
己
実
現

す
る
た
め
の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

２　

対
象

　

市
内
在
住
、
在
勤
又
は
在
学
で
中
学
校

卒
業
以
上
の
方
。

３　

募
集
人
員　
　

　
　

名
４０

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　

ま
す
。

４　

学
習
内
容

　

５
館
の
公
民
館
が
次
の
１
テ
ー
マ
ず
つ

を
担
当
し
、  
講
座
を
順
次
開
設
し
ま
す
。

受
講
生
の
方
に
は
、
１
年
間
を
通
じ
て
学

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

各
講
座
は
、
市
民
か
ら
公
募
す
る
企
画

委
員
と
作
り
上
げ
る
市
民
企
画
方
式
を
採

用
し
ま
す
。

　

開
催
す
る
テ
ー
マ
は
、
年
度
ご
と
に
各

公
民
館
で
順
番
に
担
当
し
て
い
き
ま
す
。

テ
ー
マ
ご
と
に
５
回
の
講
座
を
開
設
し
ま

す
。

　
　

テ
ー
マ

　

�
歴
史
・
文
化

　

�
趣
味
・
教
養

　

�
社
会
・
生
活

　

�
自
然

　

�
福
祉
・
健
康

５　

開
催
日
時

　

土
曜
日　

午
後
２
時
〜
４
時

※
た
だ
し
、
諸
事
情
に
よ
り
変
更
す
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

６　

受
講
費
用　
　

　

無
料

※
た
だ
し
、
教
材
費
等
の
実
費
に
つ
い
て

　

は
自
己
負
担
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

７　

修
了
証　

　

各
テ
ー
マ
の
講
座
に
つ
い
て
、
８
割
以

上
の
出
席
で
１
単
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

５
テ
ー
マ
す
べ
て
の
単
位
を
取
得
さ
れ
た

方
に
対
し
、修
了
証
を
交
付
い
た
し
ま
す
。 

 
８　

修
了
生
の
活
動
に
つ
い
て

　

修
了
さ
れ
た
方
に
は
、
市
民
大
学
を
は

じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
公
民
館
、
地
域

活
動
な
ど
へ
の
参
加
を
公
民
館
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

９　

申
込
方
法

　

各
公
民
館
で
配
布
す
る
受
講
申
込
書
ま

た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
中
央
公
民

館
お
問
合
わ
せ
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
（
４
面

欄
外
参
照
）
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

申
込
期
間

１０
　

５
／　

貉
〜
６
／
８
貍
（
必
着
）

１５

　
　

企
画
委
員
に
つ
い
て

１１
　

左
記
の
公
民
館
で
企
画
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
問
合
せ
は
各
館
へ
。

　

第
１
回
企
画
委
員
会

・
蔵
敷
公
民
館：

６
／
８
貍
午
後
１
時　

　

分
か
ら

３０・
上
北
台
公
民
館：

５
／　

貍
午
前　
　

１８

１０

時
か
ら　

　

南
街
公
民
館
の
募
集
は
締
切
り
ま
し
た
。

な
お
、企
画
委
員
会
の
日
程
は
未
定
で
す
。

【
申
込
書
送
付
先
・
問
合
せ
先
】

東
大
和
市
立
中
央
公
民
館
内

東
大
和
市
民
大
学
事
務
局

公
民
館
運
営
審
議
会
の
活
動
か
ら

修 

了 

証 

平成 25年度　開設講座（予定）

担当公民館講　座　名テーマ時　期

中央公民館文学者に学ぶテン年代（2010年代）
のサバイバル術歴史・文化 6 月29日～ 

　 7 月27日

狭山公民館宇宙の成り立ちについて考える趣味・教養 9 月 7 日～
     10月 5 日

南 街公民館企 画 中社会・生活10月～11月

蔵敷公民館企 画 中自　　　然11月～ 1 月

上北台公民館企 画 中福祉・健康 1 月～ 3 月

　
地
域
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て

　　

自
宅
か
ら
１
分
程
歩
く
と
狭
山
公
民

館
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
公
民
館
は
、
私

が
小
学
生
の
頃
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
桑
畑
で
、
子
供
た
ち
が
好

き
勝
手
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
場
所
に
、

あ
る
日
突
然
、立
入
禁
止
の
杭
が
立
ち
、

当
時
と
し
て
は
あ
ま
り
見
た
こ
と
の
な

い
�
白
い
モ
ダ
ン
�
な
建
物
が
現
れ
ま

し
た
。

　

小
学
生
だ
っ
た
私
は
「
ど
う
せ
大
人

だ
け
が
利
用
す
る
施
設
だ
ろ
う
。」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
階
奥
に

小
さ
な
図
書
室
が
あ
る
の
を
知
っ
て
か

ら
は
よ
く
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

家
や
学
校
か
ら
離
れ
た
場
所
で
、
ち
ょ

っ
と
大
人
に
な
っ
た
気
分
を
楽
し
ん
で

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
娘
も
中
学
生
の
頃
ま
で
は
よ
く

公
民
館
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
子
供

向
け
の
楽
し
そ
う
な
体
験
教
室
や
催
し

も
の
が
あ
れ
ば
、
狭
山
公
民
館
だ
け
で

は
な
く
他
の
公
民
館
に
も
連
れ
て
行
き
、

色
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
成
長
と
共
に
自
分
よ
り
小

さ
な
子
供
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
を
楽
し
み
に
公
民
館
に
通
う
こ
と

も
多
く
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

昨
年
末
、
市
P
T
A
連
合
協
議
会
で

講
演
さ
れ
た
鍵
山
秀
三
郎
先
生
の
「
三

つ
の
幸
せ
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
人
に
は
「
三
つ
の
幸
せ
」

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

一
つ
目
は
「
し
て
も
ら
う
幸
せ
」。

　

二
つ
目
は
「
で
き
る
よ
う
に
な
る
幸

せ
」。

　

三
つ
目
は
「
し
て
あ
げ
る
幸
せ
」
で

す
。

　

特
に
、「
し
て
あ
げ
る
幸
せ
」
を
与
え

ら
れ
る
人
の
周
り
に
は
、
自
然
と
よ
い

人
が
集
ま
り
、
ど
ん
ど
ん
よ
い
人
生
が

送
れ
る
よ
う
に
な
る
と
お
話
し
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
多
様
な
学
習
や
活
動
の
場

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
活
動
を

通
し
て
、
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
関
わ
り
、「
し
て
も
ら
う
幸
せ
」

「
で
き
る
よ
う
に
な
る
幸
せ
」
そ
し
て

「
し
て
あ
げ
る
幸
せ
」
を
感
じ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
も
っ
と
公
民
館
に
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

宮
澤　
 
愛
美 

め

ぐ

み

　

（
公
立
小
中
学
校
P
T
A
連
合
協
議
会
）

「第 8 回公民館運営審議会」の

内容をお知らせします。

▽日時　２月２１日貅　午後２時から

▽場所　中央公民館視聴覚室

▽議題

＜審議事項＞

・平成２４年度中期事業報告

・平成２５年度公民館の重点目標を踏まえた公

　民館事業計画のポイント

・平成２５年度公民館運営審議会定例会の日程

・平成２５年度東京都公民館連絡協議会定期総

　会の代議員の選出

＜報告事項＞

・東京都公民館研究大会（１２月９日開催）の

　報告

・自主研修（１月１７日開催）の報告　

　※市民大学講座の進捗状況も含む。

・公民館４０周年記念誌の進捗状況

　

公
民
館
は
平
成 　
 
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
、 
市
民
大
学
を
開
設
い
た

25

し
ま
す
。

　

幅
広
い
分
野
の
講
座
を
用
意
し
、１
年
間
じ
っ
く
り
学
習
し
て
い
く
シ
ス

テ
ム
で
す
。
大
い
に
学
ん
で
い
た
だ
き
、 
修
了
生
に
対
し
て
地
域
で
の
活
動

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

講座の風景（他講座より）
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※講座内容、期間については変更になる場合があります。 
※申込期間は各公民館にお問い合わせください。 

平成25年度 
 公民館の 
主な事業 

講座名に★印のついている講座
は、今号で募集を行います。 
また、◎印のついている講座は
市民企画講座となります。 

　

公
民
館
は
、
社
会
教
育
機
関
と
し
て
市

民
の
学
習
要
求
に
応
え
、
そ
の
機
会
を
提

供
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
社
会
が
ま
す

ま
す
高
度
化
及
び
複
雑
化
す
る
な
か
で
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
豊
か
で
充
実
し

た
人
生
を
送
る
た
め
に
自
己
を
一
層
高
め

よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

公
民
館
に
は
、
ま
す
ま
す
市
民
が
必
要
と

考
え
る
多
様
な
学
習
内
容
に
応
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
は
地
域
社
会
の
活
性
化

の
た
め
に
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
基
盤
と
し
た
住
民

相
互
の
豊
か
な
関
係
づ
く
り
な
ど
、
課
題

の
解
決
を
図
る
一
助
と
な
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も

に
、
利
用
者
と
の
生
き
生
き
と
し
た
関
係

を
保
ち
な
が
ら
、
市
民
が
新
た
な
文
化
の

創
造
の
主
体
と
な
れ
る
よ
う
支
援
す
る
役

割
を
も
担
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

公
民
館
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
学
習

権
を
保
障
す
る
た
め
市
民
大
学
の
開
設
な

ど
の
新
た
な
工
夫
を
重
ね
て
い
き
な
が
ら
、

暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
の
学
び

の
場
と
し
て
、
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
と
な
る
よ

う
、
施
設
の
運
営
と
事
業
の
実
施
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、「
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
重
点
に
し
て
、
い
ま
、

求
め
ら
れ
る
公
民
館
の
役
割
と
課
題
を
明

ら
か
に
し
な
が
ら
、
地
域
に
存
在
す
る
公

民
館
が
中
心
と
な
っ
て
、
次
の
よ
う
な
考

え
で
住
民
相
互
の
絆
を
深
め
、
地
域
の
力

を
高
め
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

す
べ
て
の
市
民
に
開
か
れ
た
場
と
な
る

よ
う
に
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

盧
多
様
な
学
習
内
容
に
対
応
で
き
る
よ

　
　

う
な
相
談
業
務
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

盪
グ
ル
ー
プ
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、

　
　

利
用
者
相
互
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

　

蘯
利
用
者
の
た
め
に
、
老
朽
化
し
た
施

　
　

設
や
備
品
の
計
画
的
な
整
備
を
推
進

　
　

し
ま
す
。

「
地
域
の
力
」
を
高
め
る
た
め
の
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

盧
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
条

　

件
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
子
育

て
世
代
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
す
る

ほ
か
、
初
め
て
地
域
活
動
に
参
加
す
る

き
っ
か
け
（
地
域
デ
ビ
ュ
ー
）
を
つ
く

る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
あ

る
学
校
等
の
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
を

大
切
に
し
ま
す
。

盪
市
民
が
抱
え
て
い
る
地
域
の
課
題
や
社

　

会
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
ま
す

　
　

少
子
高
齢
化
や
情
報
化
、
国
際
化
や

環
境
問
題
等
の
社
会
の
変
化
及
び
自
然

災
害
の
中
で
、
学
習
の
機
会
や
地
域
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
、
人
間
性
豊
か
な

生
活
を
営
む
た
め
の
課
題
に
取
り
組
む

活
動
を
大
切
に
し
ま
す
。

蘯
市
民
が
主
体
的
に
学
習
の
で
き
る
事
業

　

を
推
進
し
ま
す
。

　
　

社
会
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
を
改

め
て
認
識
し
、
市
民
の
声
を
大
切
に
す

る
と
と
も
に
「
市
民
企
画
講
座
」
等
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
体
的
に
学

習
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
団
体
や
利
用
者
と
の
よ
り
よ
い

協
力
関
係
に
基
づ
い
た
共
催
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

中央公民館
回　数期　　　間講　　　　座　　　　名対　象

 1 回 8 月戦争と平和について考える見学会
子ども  5 回 9 月～12月青少年講座

 1 回 2 月人形村のなかまたち

17回 5 月～ 3 月★障がい者青年教室～青年ビートクラブ～
青　年  1 回11月オータムフェスティバル

 3 回 1 月～ 3 月青年ビートクラブスタッフ養成講座

13回 5 月～ 9 月保育付講座1「最高にハッピーなママに
なるために　今！できる事を学ぶ講座」

成　人  8 回10月～12月保育付講座 2
 5 回 9 月～12月成人趣味教養講座

南街公民館
回　数期　　　間講　　　　座　　　　名対　象

 1 回 7 月夏休み子どもたちとの公民館＆児童館
子ども

 1 回 7 月星空映画会

 6 回 5 月～ 6 月★郷土学習講座「郷土の歴史をひもと く 」

成　人
 8 回 5 月～ 9 月★◎文学講座「近代文学の本質をさ ぐる」

 9 回10月、11月保育付講座

 5 回10月、11月生きがい講座

 8 回通年◎街づくり懇談会

 1 回 1 月新春コンサートその他

蔵敷公民館
回　数期　　　間講　　　　座　　　　名対　象

 3 回 7 月～ 3 月子ども体験講座
子ども

 1 回 3 月子どもフェスティバル

 4 回 7 月、 8 月青年対象講座青　年

 5 回 6 月～ 8 月成人体験講座「狭山丘陵を学び一緒に
歩きましょう」

成　人
 2 回 6 月親子講座「赤ちゃんとお母さんのスキ

ンシップ」

 8 回 9 月～11月保育付講座

 6 回 9 月～11月◎ 未 ・ 楽 ・ 生 倶楽部
み ら い

高齢者

上北台公民館
回　数期　　　間講　　　　座　　　　名対　象

10回通年次世代育成講座
子ども

 1 回 8 月上北台映画会

 8 回 6 月、 7 月★やりがい講座「若者の『働く』をサ
ポートしよう！」

成　人
 5 回 6 月、 7 月★若者対象就職支援セミナー

10回 4 月～ 7 月保育付講座「みんな持ってる！おんな
力、子ども力」

 6 回10月～12月地域発見講座

 6 回 1 月～ 3 月◎地域課題講座

 2 回─ほのぼの事業その他

狭山公民館
回　数期　　　間講　　　　座　　　　名対　象

 5 回 6 月～ 3 月★狭山子ども体験教室

子ども  1 回 8 月夏休み写生会

 1 回12月人形劇＆アニメ映画会

 6 回 5 月～ 3 月★親子でたのしもう！ 0・1・2

成　人
 9 回 1 月～ 3 月◎保育付講座

 6 回 1 月～ 3 月地域デビュー講座

 2 回 9月、 10月里山探検隊

 7 回 5 月～ 7 月★わくわく教室高齢者

新堀地区会館
回　数期　　　間講　　　　座　　　　名対　象

 8 回 5 月～10月◎シニアクラスで学ぶ！楽しむ！高齢者

平
成 

２５ 

年
度  

公
民
館
の
重
点
目
標

平
成 

２５ 

年
度  

公
民
館
の
重
点
目
標

　

毎
年
度
、
公
民
館
で
は
、
公
民
館
運

営
審
議
会
委
員
と
職
員
が
話
し
合
い
、

重
点
目
標
を
策
定
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
講
座
や
事
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
平
成　

年
度
重
点
目
標

２５

の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1 

公
民
館
の
運
営
と
施
設

公
民
館
の
運
営
と
施
設 

1 

公
民
館
の
運
営
と
施
設 

2 
公
民
館
の
事
業

民
館
の
事
業
 

2 
公
民
館
の
事
業
 

五館合同事業
回　数期　　　間講　　　　座　　　　名対　象

─ 7 月、 8 月夏休み☆みんなでつくる遊空間青少年

25回 6 月～ 3 月◎市民大学成　人

 1 回 2 月公民館のつどいその他
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展
示
・
発
表

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

体
験
コ
ー
ナ
ー　

お
絵
か
き
天
国
（
ら
く

が
き
・
お
絵
か
き
・
ぬ
り
え
コ
ー
ナ
ー
）

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１１

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
子
さ

ん
が
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

模
擬
店　

午
前　

時
〜
売
切
れ
次
第
終
了

１１

　

お
に
ぎ
り
・
お
で
ん
・
駄
菓
子
・
鉢
花
、

福
祉
施
設
に
よ
る
焼
き
そ
ば
等
の
販
売

閉
会
式　

午
後
３
時　

分
〜
３
時　

分

３０

４５

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の

来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ　

蔵
敷
公
民
館

　

水
彩
画
サ
ー
ク
ル
の
パ
レ
ッ
ト
は
発
足

し
て　

年
に
な
り
ま
す
。
発
足
当
時
か
ら

１７

「
楽
し
く
描
こ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
の
サ
ー
ク
ル
は
男
性
４

名
、
女
性
５
名
で
和
気
あ
い
あ
い
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

室
内
で
は
静
物
画
、
時
に
は
外
に
出
て

風
景
画
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て

も
室
内
で
描
く
割
合
は
多
く
な
り
ま
す
。

絵
の
題
材
は
前
の
週
に
テ
ー
マ
を
決
め
て

会
員
が
持
ち
寄
っ
た
り
講
師
の
協
力
も
得

て
い
ま
す
。
約
２
時
間
、
講
師
の
指
導
を

頂
き
な
が
ら
描
き
ま
す
。
描
い
た
絵
は
全

員
ボ
ー
ド
に
並
べ
て
個
々
に
講
師
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
す
。
他
の
人
の
絵
を
観

る
の
も
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
勉
強
に

な
り
ま
す
。

　

描
き
あ
げ
た
作
品
は
蔵
敷
公
民
館
ま
つ

り
で
展
示
し
た
り
、市
民
文
化
祭
（　

月
）

１１

に
出
展
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
２
年
前
に

は
サ
ー
ク
ル
展
を
実
施
す
る
な
ど
、
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
も
つ
く
り
、
日

常
の
励
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
に
入
会
さ
れ
る
方
は
私
も
そ

の
一
人
で
す
が
、
定
年
退
職
後
の
趣
味
活

動
に
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
定
年
後
の
生

活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
意
味
で
も
公
民

館
の
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
参
加
は
お
薦
め

だ
と
思
い
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
日
と
時
間

に
出
か
け
て
行
き
、
活
動
に
没
頭
す
る
、

人
と
の
交
流
が
あ
る
な
ど
生
き
生
き
人
生

の
原
点
だ
と
思
い
ま
す
。
や
が
て
人
の
平

均
寿
命
も　

歳
の
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。

９０

老
若
男
女
、
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ

グ
ル
ー
プ
紹
介 

（
蔵
敷
公
民
館
）

パ
レ
ッ
ト

パ
レ
ッ
ト
 

パ
レ
ッ
ト

パ
レ
ッ
ト
 

パ
レ
ッ
ト
 

■ 
山  
野  
草 
の
寄
せ
植
え
（
東
大
和
市
盆
友

さ
ん 
や 
そ
う

会
）　

６
／
９
豸
午
後
１
時　

分
〜
３
時
／

３０

講
師　
 
馬  
場 

ば 

ば 
恒 
氏
／
■南
 
  
■街
 

／
定
員　

名
（
申

ひ
さ
し

２５

込
順
）
／
材
料
費　

円
／
持
ち
物　

筆
記

５００

用
具
／
申
込
期
限
６
／
６
貅
ま
で
／
■問
 
 
和 わ

 
地 　

―　

―
３
３
３
３

じ

０４２

５６２

■
遊
べ
る
手
品
講
習
会
（
平
成
の
大
道
芸

愛
好
会
）　

５
／
８
・　

・　

貉
午
後
７
時

１５

２２

〜
９
時
／
講
師　
 
飯
坂  
徳  
雄 
氏
／
■南
 
  
■街
 

／
定

い
い
ざ
か 
の
り 
お

員　

名
（
申
込
順
）
／
参
加
費
１
回　

円

２０

５００

／
持
ち
物　

カ
ッ
タ
ー
、
の
り
／
■問
 

江
森

　

―　

―
２
０
５
１

０４２

５６３
����
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
� �� �
����

会

員

募

集

▼
尺
八
（ 
竹
酔
会 
）
／
毎
月
３
回
土
曜
日

ち
く
す
い
か
い

又
は
日
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時
／
■中
 

■央
 

／

月
六
千
円
／
初
心
者
歓
迎
、
見
学
・
体
験

可
／
■問
 

高
森　

―　

―
７
２
１
８

０４２

５６２

▼
油
絵
教
室
（
グ
ル
ー
プ 
萠  
美 
）
／
毎
月

ほ
う 
び

３
回
火
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午
／
■中
 

■央
 

／

１０

月
四
千
円
／
女
性
の
先
生
で
す
／
■問
 

池
田

　

―　

―
８
９
５
３

０４２

５６４

▼
い
け
花
の
け
い
こ 
〈
池
坊
〉 

い
け
の
ぼ
う

（ 
花  
菖
蒲 
）

は
な 
し
ょ
う
ぶ

／
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日　

午
後
７
時
〜

９
時　

分
／
■南
 
  
■街
 

／
月
二
千
円
・
花
代
１
回

３０

　

円
位
／
男
性
・
女
性
問
い
ま
せ
ん
／
■問
 

８００高
杉　

―　

―
１
９
１
１

０４２

５６１

▼
小
・
中
学
生
の
た
め
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
（
ポ
ッ
プ
☆
コ
ー
ン
）
／
毎
週
火

曜
日　

午
後
４
時　

分
〜
８
時　

分
／
■狭
 
  
■山
 

３０

３０

／
月
二
千
円
／
☆
楽
し
く
踊
ろ
う
☆
／
■問
 

大
崎m

ikken.w
orks@

tbh.t-com
.ne.jp

▼
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
（
ア
ル
バ

ロ
ー
ズ
）
／
毎
月
第
２
木
曜
日
午
後
７
時

〜
９
時
／
■上
 

■北
 

■台
 

／
月
二
千
百
円
／
ハ
サ
ミ

・
新
聞
紙
等
持
参
／
■問
 

鈴
木　

―　

―
４

０４２

５６４

２
１
８

▼
江
戸
時
代
の
東
大
和
市
の
歴
史
を
学
ぶ

（
東
大
和
近
世
の
会
）
／
毎
月
第
４
水
曜
日

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分
／
■上
 

■北
 

■台
 

／

３０

３０

３
か
月
で
千
円
／
講
師　
 
安  
島  
喜  
一 
氏
／

あ 
じ
ま 
き 
い
ち

■問
 

林　

―　

―
１
２
７
５

０４２

５６７

���������������������������������������������������

���
� � �
� � �
� � �
� � �
� � �
� � �
� � �
� � �
� � �
� � �
� � �
� � �
� � �
���

公
開
学
習
会

■
子
ど
も
向
け
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

選
び
方
（
絵
本
の
会
）　

５
／　

貅
午
前　

２３

１０

時
〜
正
午
／
講
師　
 
木  
村  
文  
代 
氏
／
■中
 

■央
 

／

き 
む
ら 
ふ
み 
よ

定
員
な
し
（
自
由
参
加
）
／
無
料
／
■問
 
 
小 お

 
畑 　

―　

―
６
５
５
０

ば
た

０４２

５６７

■
雪
割
り
草
の
植
替
え
（
東
大
和
市
盆
友

会
）　

５
／　

豸
午
後
１
時　

分
〜
３
時
／

１２

３０

講
師　
 
宮  
鍋  
正  
男 
氏
／
■南
 
  
■街
 

／
定
員　

名

み
や 
な
べ 
ま
さ 

お

２５

（
申
込
順
）
／
材
料
費　

円
／
持
ち
物　

筆

４００

記
用
具
／
申
込
期
限
５
／
８
貉
ま
で
／
■問
 

 
和
地 　

―　

―
３
３
３
３

わ

じ

０４２

５６２

　

蔵
敷
公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
の
日
頃
の
活
動
成
果
を
展
示
・
発
表
し

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
式
典
時
の
手
話
通
訳

を
ご
希
望
の
方
は
、
５
／　

貊
ま
で
に
蔵

１０

敷
公
民
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

����������������������������������

ん
。
何
か
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
活
動
日
時　

毎
月
第
１
・
２
・
３
水

曜
日　

午
前　

時
〜
正
午

１０

★
連
絡
先　

松
尾　

―　

―
２
５
５
５

０４２

５６４

〈
５
月　

日
貍
〉

２５

お
囃
子
（
芋
窪 
囃
子 
保
存
会
）
午
前
９
時

ば

や

し

　

分
〜
９
時　

分

１５

４５

開
会
式　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

４５

１０

１５

展
示
・
発
表

　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時　

分

１０

１５

３０

茶
席　

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時

１０

３０

※
茶
席
料　

円
２００

縁
台
将
棋　

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時

１０

３０

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
屋
外
で

実
施
し
ま
す
。

模
擬
店　

午
前　

時
〜
売
切
れ
次
第
終
了

１１

　

お
に
ぎ
り
・
お
で
ん
・
駄
菓
子
・
鉢
花
・

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
く
じ
引
き
な
ど
、
福

祉
施
設
に
よ
る
焼
き
そ
ば
・
や
き
と
り
・

パ
ン
・
陶
芸
品
等
の
販
売

〈
５
月　

日
豸
〉

２６

お
囃
子
（
芋
窪 
囃
子 
保
存
会
）
正
午
〜
午

ば

や

し

後
０
時　

分
３０

　

仕
事
探
し
に
苦
労
し
て
い
る
あ
な
た
、

自
分
に
合
っ
た
「
働
く
」
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？　

す
ぐ
に
使
え
る
情
報
を
得
て
、

就
職
活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

若
者
対
象

若
者
対
象 

　
就
職
セ
ミ
ナ
ー

　
就
職
セ
ミ
ナ
ー 

若
者
対
象 

　
就
職
セ
ミ
ナ
ー 

上 北 台 
　

退
職
後
の
や
り
が
い
探
し
の
た
め
、
若

者
の
就
職
や
働
き
方
を
支
援
す
る
活
動
を

し
ま
せ
ん
か
？　

「
若
者
対
象
就
職
セ
ミ

ナ
ー
②
〜
⑥
」
を
体
験
し
、
ど
の
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。

日
に
ち
・
内
容
（
毎
回
火
曜
日
・
全
８
回
）

①
６
／
４　

若
者
の
「
働
く
」
の
今

②
６
／　
　

自
分
を
知
る

１１

③
６
／　
　

人
事
部
の
目
線

１８

④
６
／　
　

書
類
選
考
突
破

２５

⑤
７
／
２　

好
感
を
持
た
れ
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※
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加
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望
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◎中央公民館の市民大学及び上北台公民館のやりがい講座、若者対象就職セミナーにメールで申込む場合は、市ホームページ内の各公民館お問い合わせメール
フォーム「回答を希望する」を選択し、入力フォームの件名に講座名とその他必要事項を入力して申し込んでください。
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せ

凡例

☆
や
り
が
い
講
座
と
若
者
対
象
就
職
セ
ミ

ナ
ー
は
、
同
一
の
内
容
の
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、対
象
者
が
異
な
り
ま
す
。６
／　

か
１１

ら
７
／
９
ま
で
は
、両
者
が
受
講
し
ま
す
。


